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フード連合(局)発 13第 176号(政策 35) 

2014年 9月 2日 

各単組委員長、担当者 様 

日本食品関連産業労働組合総連合会 

事務局長 山本 健二 

政策局長 栗田 博  

 

 

 

 

 

フード連合はフードバンク活動の一環として、

セカンドハーベストジャパンへ寄付金を贈呈し

ました！ 
 

フード連合は、「食」を大切にする運動を組織内外に展開していくために、「食

べ残しゼロ運動」を推進しています。具体的には、ドギーバッグとエコバッグ

を斡旋して、家庭内等で実践することにより、一人ひとりが「食の大切さ」や

「食と環境問題」などへの意識を醸成し、活動への理解を浸透させ、「食」の大

切さを伝えていきます。なお、斡旋した価格の 10％目安をセカンドハーベスト

ジャパンに寄付しています。 

フード連合は 8月 2日（火）にセカンド

ハーベストジャパンを訪問し、フード連合

第9回中央執行委員会で確認しました寄付

金を山本フード連合事務局長からマクジ

ルトン・チャールズＣＥＯに贈呈しました。 

寄付金贈呈後、意見交換を行い、今後と

もフード連合として、寄付金、セカンドハ

ーベストジャパン仕様の社会貢献自動販

売機設置の推進など、セカンドハーベスト

ジャパンの取り組みに協力していくこと

と同時に、フードバンク活動を推進してい

くことを確認しました。 

フード連合からは山本事務局長、栗田政策局長、伊藤政策局担当が訪問し、

セカンドハーベストジャパンからはマクジルトン・チャールズＣＥＯ、大竹事

務局長にご対応頂きました。 
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